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組
立
除
法
で
高
次
方
程
式
を
解
く 

  

高
次
方
程
式
を
組
立
除
法
で
解
く
場
合
の
解
説
は
、 

𝑓
(𝑥

)
=

(𝑥
−

𝑎
)𝑄

(𝑥
)

+
𝑅

 

で
、𝑅

=
0

に
な
る
よ
う
な𝑎

 

を
選
ん
で
説
明
し
て

い
る
例
が
多
い
。𝑎

の
求
め
方
を
知
り
た
い
の
に
こ

れ
で
は
本
末
転
倒
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。 

 

た
ま
た
ま
見
た
『
関
孝
和
全
集
』
の
中
の
「
開
方

算
式
」
の
解
説
に
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
記
述
を
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
課
商
」「
窮
商
」
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
も
の
で
し
た
。 

『
和
算
の
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
課
商
と
は
「
商
を

見
立
て
る
こ
と
で
、仮
に
選
定
し
た
初
商
か
ら
実（
定

数
）
を
計
算
し
、
そ
の
過
不
足
か
ら
初
商
を
見
立
て

直
す
。
こ
れ
は
方
程
式
の
解α

に
対
し
て
、

α
+

ｋ
な
い
しα

−

ｋ
と
い
う
解
を
も
つ
方
程
式

の
求
め
方
で
あ
る
」「
見
立
て
た
仮
の
商
に
も
と
づ
い

て
変
換
さ
せ
た
式
を
変
式
と
い
う
」
と
あ
り
、
ま
た

窮
商
と
は
「
変
式
に
あ
る
（
一
次
の
項
）
の
係
数
で

実
を
割
っ
て
次
商
を
見
立
て
る
方
法
で
、
い
わ
ゆ
る

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
近
似
解
法
と
同
じ
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

「
開
方
算
式
」
に
は
具
体
的
な
計
算
が
あ
り
ま
す

が
全
て
を
記
載
で
き
な
い
の
で
、課
商
に
つ
い
て『
算

聖
関
孝
和
の
業
績
』
に
要
約
が
あ
る
の
で
引
用
し
て

み
ま
す
。 

−
𝑥

3
+

2
2

.7
5

𝑥
2

−
1

9
2

.1
8

7
5

𝑥
+

5
7

8
.6

4
0

6
2

5
 

を
解
く
場
合
、
正
商5

を
立
て
て
計
算
す
る
と 

−
𝑥

3
+

7
.7

5
𝑥

2
−

3
9

.6
8

7
5

𝑥
+

6
1

.4
5

3
1

2
5
 

(
の
変
式)

と
な
り
、
実
の
余
り
が
大
き
い
。
よ
っ
て

さ
ら
に
正
商5

を
立
て
て
計
算
す
る
と
、 

−
𝑥

3
−

7
.2

5
𝑥

2
−

3
7

.1
8

7
5

𝑥
−

6
8

.2
3

4
3

7
5
 

と
な
り
、
各
項
の
符
号
が
負
と
な
り
次
に
正
商
が
立

た
な
く
な
る
。
こ
れ
は
商
が
大
き
す
ぎ
た
た
め
で
、

今
度
は
負
商-1
を
立
て
て
計
算
す
る
と
、 

−
𝑥

3
−

4
.2

5
𝑥

2
−

2
5

.6
8

7
5

𝑥
−

3
7

.2
9

6
8

7
5
 

と
な
る
が
、
ま
だ
負
商
が
た
り
な
い
の
で-2

を
立
て

て
み
る
と
、 

−
𝑥

3
+

1
.7

5
𝑥

2
−

2
0

.6
8

7
5

𝑥
+

5
.0

7
8

1
2

5
 

こ
れ
で
諸
級
の
符
号
が
も
と
に
戻
っ
た
の
で
、

方2
0

.6
8

7
5

で
実5

.0
7

8
1

2
5

を
割
る
と
約0

.2

な

の
で
こ
れ
を
次
の
商
と
し
て
み
る
と
、 

−
𝑥

3
+

1
.1

5
𝑥

2
−

2
0

.1
0

7
5

𝑥
+

1
.0

0
2

2
2

5
 

を
得
る
。 

方2
0

.1
0

7
5

で
実1

.0
0

2
2

2
5

を
割
る
と
約0

.0
5
 

を
得
、
こ
れ
を
三
商
と
し
て
計
算
す
る
と
実
は0

と

な
り
、−

𝑥
3

+
𝑥

2
−

2
0

𝑥
+

0
 
 

と
な
る
。
こ
の
式

は
解
け
な
い
（
虚
数
に
な
る
）
の
で
、 

5
+

5
−

1
−

2
+

0
.2

+
0

.0
5

=
7

.2
5

 

を
定
商
と

す
る
。 

 

実
際
に
計
算
し
て
み
た
が
こ
れ
だ
け
み
る
と
わ
か

り
づ
ら
い
。『
算
聖
関
孝
和
の
業
績
』
は
、「
初
商
は

適
数
を
一
般
に
考
え
得
難
い
。
故
に
ま
ず1

か
ら
始

め
て
み
た
り
、
題
数
か
ら
大
き
さ
を
定
め
て
試
行
す

る
。
実
の
余
り
が
大
き
す
ぎ
る
時
は
商
が
小
さ
す
ぎ

た
の
で
、
さ
ら
に
同
位
の
商
を
立
て
て
計
算
す
る
。

こ
の
時
前
の
計
算
を
や
り
か
え
る
の
で
は
な
く
、
前

の
も
の
に
続
い
て
行
う
。
も
し
ま
た
商
を
大
き
く
立

て
過
ぎ
る
と
各
項
の
符
号
が
か
わ
っ
て
同
名
の
次
商

が
立
た
な
く
な
る
。
こ
の
と
き
は
異
名
の
商
を
立
て

て
す
す
む
。
実
が
小
さ
く
な
っ
て
も
ま
だ
そ
の
数
が

尽
き
な
い
時
は
、
方
を
以
て
実
を
割
り
次
位
の
商
の

大
き
さ
を
量
っ
て
次
商
を
立
て
て
計
算
す
る
。
こ
う

し
て
実
が
尽
き
た
ら
立
て
た
商
の
代
数
和
を
求
め
て

商
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
で
も
や
は
り
相
当
わ
か
り
づ
ら
い
。
和
算
家

は
苦
労
し
て
高
次
方
程
式
を
解
い
て
い
た
の
だ
。 

も
っ
と
判
り
易
い
方
法
は
な
い
か
と
文
献
を
漁

る
と
、『
数
値
計
算
法
』（
奈
良
久
他
）
に
理
路
整
然

と
し
て
次
ペ
ー
ジ
に
示
す
方
法
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。 

二
宮
神
社
の
算
額
の
６
次
式
で
試
み
よ
う
と
し
た
ら

E
X

C
E

L

は1
5

桁
位
ま
で
し
か
扱
え
な
い
の
で
、
68

号
の
同
等
問
題
の
６
次
式
を
利
用
し
ま
し
た
。 
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説明は 3/4頁を参照下さい 

𝑓(𝑥) = (𝑥 − 14)(𝑥5 − 299.3𝑥4 + 15990.6825𝑥3 − 257218.983𝑥2 + 17097785208𝑥
− 7953895.0512) = 0 

𝑓(𝑥) = 𝑥6 − 313.3𝑥5 + 20180.8825𝑥4 − 481088.538𝑥3 + 5310844.2828𝑥2

− 31890794.3424𝑥 + 111354530.7168 = 0 

基本

14 p 1 a1 -313.3000 b1 20180.8825 c1 -481088.5380 d1

a2 14.0000 b2=p*a3 -4190.2000 c2=p*b3 223869.5550 d2=p*c3

1 a3=a1 -299.3000 b3=b1+b2 15990.6825 c3=c1+c2 -257218.9830 d3=d1+d2

初期値 5乗項6乗項 4乗項 3乗項

5310844.2828 e1 -31890794.3424 f1 111354530.7168 g1

-3601065.7620 e2=p*d3 23936899.2912 f2=p*e3 -111354530.7168 g2=p*f3

1709778.5208 e3=e1+e2 -7953895.0512 f3=f1+f2 0.0000 g3=g1+g2

2乗項 1乗項 定数項

stp Xn 6乗項 5乗項 4乗項 3乗項 2乗項 1乗項 定数項
1 10 1 -313.3000 20180.8825 -481088.5380 5310844.2828 -31890794.3424 111354530.7168

Xn 10.0000 -3033.0000 171478.8250 -3096097.1300 22147471.5280 -97433228.1440
1 -303.3000 17147.8825 -309609.7130 2214747.1528 -9743322.8144 13921302.5728

10.0000 -2933.0000 142148.8250 -1674608.8800 5401382.7280 R
1 -293.3000 14214.8825 -167460.8880 540138.2728 -4341940.0864 S

Xn+1=Xn-R/S 13.2062

2 13.2062 1 -313.3000 20180.8825 -481088.5380 5310844.2828 -31890794.3424 111354530.7168
Xn 13.2062 -3963.1103 214175.7947 -3524913.7831 23585427.0458 -109682674.9366

1 -300.0938 16217.7722 -266912.7433 1785930.4997 -8305367.2966 1671855.7802
13.2062 -3788.7055 164141.2404 -1357225.1463 5661585.8446 R

1 -286.8875 12429.0668 -102771.5029 428705.3534 -2643781.4521 S
Xn+1=Xn-R/S 13.8386

3 13.8386 1 -313.3000 20180.8825 -481088.5380 5310844.2828 -31890794.3424 111354530.7168
Xn 13.8386 -4144.1303 221926.4089 -3586444.4223 23863302.4124 -111089354.5790

1 -299.4614 16036.7522 -259162.1291 1724399.8605 -8027491.9300 265176.1378
13.8386 -3952.6230 167227.5880 -1272246.5408 6257174.8299 R

1 -285.6228 12084.1292 -91934.5411 452153.3197 -1770317.1001 S
Xn+1=Xn-R/S 13.9884

4 13.9884 1 -313.3000 20180.8825 -481088.5380 5310844.2828 -31890794.3424 111354530.7168
Xn 13.9884 -4186.8913 223730.3982 -3600029.4370 23931567.9349 -111336868.4772

1 -299.3116 15993.9912 -257358.1398 1710814.8458 -7959226.4075 17662.2396
13.9884 -3991.2159 167899.6610 -1251381.2751 6426742.0499 R

1 -285.3232 12002.7753 -89458.4788 459433.5707 -1532484.3576 S
Xn+1=Xn-R/S 13.9999

5 13.9999 1 -313.3000 20180.8825 -481088.5380 5310844.2828 -31890794.3424 111354530.7168
Xn 13.9999 -4190.1796 223868.6969 -3601059.3770 23936866.3880 -111354422.4540

1 -299.3001 15990.7029 -257219.8411 1709784.9058 -7953927.9544 108.2628
13.9999 -3994.1816 167950.4403 -1249765.2258 6440242.6165 R

1 -285.3001 11996.5213 -89269.4008 460019.6800 -1513685.3380 S
Xn+1=Xn-R/S 14.0000

6 14.0000 1 -313.3000 20180.8825 -481088.5380 5310844.2828 -31890794.3424 111354530.7168
Xn 14.0000 -4190.2000 223869.5550 -3601065.7618 23936899.2899 -111354530.7126

1 -299.3000 15990.6825 -257218.9830 1709778.5210 -7953895.0525 0.0042
14.0000 -3994.2000 167950.7550 -1249755.1924 6440326.6000 R

1 -285.3000 11996.4825 -89268.2280 460023.3287 -1513568.4525 S
Xn+1=Xn-R/S 14.0000

7 14.0000 1 -313.3000 20180.8825 -481088.5380 5310844.2828 -31890794.3424 111354530.7168
Xn 14.0000 -4190.2000 223869.5550 -3601065.7620 23936899.2912 -111354530.7168

1 -299.3000 15990.6825 -257218.9830 1709778.5208 -7953895.0512 0.0000
14.0000 -3994.2000 167950.7550 -1249755.1920 6440326.6032 R

1 -285.3000 11996.4825 -89268.2280 460023.3288 -1513568.4480 S
Xn+1=Xn-R/S 14.0000

解法解法 
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【
説
明
】 

「
上
段
」
に
対
象
の
６
次
方
程
式
を
示
し
ま
す
。 

「
基
本
」
で
初
期
値
を

1
4

と
し
て
組
立
除
法
を
使

い
ま
す
。
計
算
方
法
を
表
の
中
に
示
し
ま
す
。
定
数

項
が
0
に
な
る
の
で𝑥

=
1

4

で
割
り
切
れ
因
数
分

解
で
き
ま
す
。
各
係
数
が
表
に
あ
り
、
結
果
を
下
の

式
で
示
し
ま
す
。 

「
解
法
」
は
組
立
除
法
を
７
回
繰
り
返
し
ま
し
た
。

初
期
値
を1

0

と
し
、
次
の
商1

3
.2

0
6
2

を
求
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
Ｒ
が
0
に
な
る
ま
で
繰
り
返
し
ま

す
。
７
回
目
で
0
に
な
り
、
同
時
に
因
数
分
解
し
た

時
の
各
係
数
も
求
ま
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
法
で
求

め
る
よ
り
計
算
が
楽
の
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 

（
こ
の
稿
の
舌
足
ら
ず
を
お
詫
び
し
ま
す
） 

参
考
文
献 

『
関
孝
和
全
集
』（
平
山
・
下
平
他
） 

『
和
算
の
事
典
』（
佐
藤
監
修
） 

『
算
聖
関
孝
和
の
業
績
』（
加
藤
平
左
エ
門
） 

『
数
値
計
算
法
』（
奈
良
久
他
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

今
井
兼
庭
の 

三
斜
容
三
円
術
解
読
の
失
敗 

 

調
査
の
失
敗
事
例
の
報
告
と
は
何
と
も
情
け
な

い
話
で
す
。 

上
里
町
出
身
の
今
井
兼
庭
（
一
七
一
八
～
八
〇
）

に
つ
い
て
は
本
誌
25
号
、
32
号
で
可
成
り
詳
し
く

述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
25
号
の
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
た
個
所
が
あ
り
ま
す
。 

兼
庭
は
、
任
意
の
三
角
形
内
に
互
い
に
外
接
す
る

三
円
を
内
接
し
た
場
合
に
三
辺
の
長
さ
を
知
っ
て
三

円
の
直
径
を
求
め
る
と
い
う
「
三
斜
容
三
円
術
」
の

問
題
を
「
雑
術
」
と
い
わ
れ
る
書
物
の
中
で
解
い
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
マ
ル
ハ
ッ
チ
の
問
題
と
も

呼
ば
れ
、
イ
タ
リ
ア
の
数
学
者
マ
ル
ハ
ッ
チ
が
一
八

〇
三
年
に
解
い
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
で

は
そ
れ
よ
り
早
く
安
島
直
円
が
「
南
山
子
三
圓
術
」

（
時
期
不
明
）
で
解
い
て
い
ま
す
。
ま
た
藤
田
貞
資

が
著
し
た
「
三
斜
三
圓
術
」
は
明
和
五
年(

一
七
六
八)

の
著
で
す
。
兼
庭
と
安
島
と
藤
田
の
三
人
の
解
答
の

後
先
は
不
明
で
す
が
、
没
年
か
ら
す
る
と
兼
庭
が
最

も
早
い
時
期
に
こ
の
問
題
を
解
い
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
上
里
町
郷
土
資
料
館
の
兼
庭
の
資
料
中
に
は

こ
の
問
題
の
解
き
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

  

兼
庭
の
こ
の
「
三
斜
容
三
円
術
」
を
無
謀
に
も
解

読
し
て
み
よ
う
と
試
み
、
敢
え
無
く
退
散
す
る
羽
目

に
成
り
ま
し
た
。 

 

既
述
の
引
用
文
の
前
半
は
『
埼
玉
県
教
育
史
』
第

二
巻
（
四
四
八
頁
）
や
『
上
里
町
史
』
通
史
編
上
巻

（
九
三
〇
頁
）
等
を
も
と
に
書
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
引
用
文
献
は
実
際
に
兼
庭
の
術
を
理
解
し
た
か
、

あ
る
い
は
相
当
の
文
献
を
み
た
上
で
書
い
た
の
か
疑

問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

25
号
に
書
き
ま
し
た
が
、
今
か
ら
五
年
前
に
上
里

町
の
郷
土
資
料
館
で
兼
庭
の
史
料
（
複
写
）
の
写
真

を
撮
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
を
見
な
が

ら
解
読
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

題
意
は
明
快
で
す
。 今

有
三
斜
内
容
如
圖
三 

円
只
云
大
斜
若
干
中
斜 

若
干
小
斜
若
干
問
各
円 

徑
幾
何 

 

答
曰
依
左
術
得
各
円
徑 

【
今
三
斜(

不
等
辺
三
角
形)

内

に
図
の
如
く
三
円
を
容
れ
る
。

大
斜
、
中
斜
、
小
斜
が
与
え
ら

れ
た
と
き
各
円
径
は
幾
つ
か
】 

 

 

続
く
演
段
は
傍
書
法
で
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

六
丁
半
（
13
頁
）
に
も
及
び
ま
す
。
こ
の
量
と
、
写

真
が
不
鮮
明
だ
っ
た
り
虫
食
い
個
所
も
あ
り
、
こ
の

傍
書
法
に
取
り
組
む
に
は
勇
気
が
必
要
で
し
た
。
さ

ん
ざ
迷
っ
た
挙
げ
句
、
術
文
を
は
じ
め
に
読
ん
で
、

傍
書
法
の
記
述
は
後
回
し
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。 

冒
頭
に
出
て
来
る
図
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
か
少
し
は
理
解
出
来
る
の
で
す
が
。 

 

術
文
は
次
ペ
ー
ジ
に
示
す
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

不
明
字
が
あ
り
ま
す
。⑤
ま
で
は
理
解
で
き
ま
す
が
、

そ
の
後
は
う
ま
く
解
読
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後 

は
三
乗
方
に
開
い
て
大
径
を
得
る
と
あ
り
ま
す
。
三

乗
方
に
開
い
て
大
径
を
得
る
と
い
う
式
が
あ
る
か
ど

う
か
、
各
種
資
料
を
調
べ
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

ま
た
最
後
に
あ
る
「
此
術
甚
□
□
邪
術
也･･･

」
は

大
変
気
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
の
部
分
は
筆
記
の
字
体

が
違
う
よ
う
に
思
え
ま
す
。
兼
庭
以
外
の
人
が
後
か 
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ら
加
筆
し
た
可
能
性
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
邪
術
」
と
い
う
こ
と 

は
間
違
い
が
あ
る
と
い 

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

不
明
で
す
。 

結
局
わ
か
ら
な
い
こ 

と
が
多
す
ぎ
て
、
残
念 

で
す
が
解
読
は
諦
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

       

南
山
子
三
円
術 

           

               

  

           

 

              

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

算
木
に
よ
る
高
次
方
程
式
の
開
方
計
算
は
中
国
で
は
十
三
世
紀
に
完
成

し
て
い
て
、
そ
れ
が
我
が
国
に
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
原
理
は
ホ
ー

ナ
ー
の
方
法
と
同
じ
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
組
立
除
法
を
使
っ
て
効
率
的

に
近
似
解
を
求
め
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
組
立
除
法
で
未
知
の
高

次
方
程
式
の
解
を
得
る
に
は
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
今
一
つ
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
解
法
に
一
歩
近
づ
け
ま
し
た
。 

算
額
の
問
題
で
は
高
次
方
程
式
を
導
き
「
こ
れ
を
解
い
て
解
を
得
る
」

と
い
と
も
簡
単
に
記
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
解
い
た
の
か
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
勿
論
解
い
て
い
て
そ
れ
が
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
省
略
し
た

と
い
う
の
が
実
情
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
巧
み
に
計
算
し
た
の
で
し
ょ
う
。 

今
井
兼
庭
の
三
斜
容
三
円
術
で
は
力
不
足
を
感
じ
ま
し
た
が
、
兼
庭
の

円
理
弧
背
術
を
い
つ
の
日
か
解
読
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が･･･

 

  術文   

高橋景保墓と頌徳碑 

①
□
術
曰
列
二

併
大
斜
中
斜
一

内
減
二

小
斜
ヲ

一

餘
名
テ

曰
レ

甲
ト 

②
列
二

併
大
斜
小
斜
一

内
減
二

中
斜
ヲ

一

餘
名
テ

曰
レ

乙
ト 

 

列
二

併 

③
中
斜
小
斜
ヲ

一

内
減
二

大
斜
ヲ

一

餘
名
曰
レ

丙
ト 

甲
乙
丙
相 

④
乗
爲
レ

實
如
ク

二

大
中
小
斜
三
和
ノ

一

而
一
得
数
開
二

平
方
一 

⑤
爲
二

全
徑
ト

一 

列
二

全
徑
ヲ

一

乗
二

乙
及
丙
ヲ

一

得
数
寄
レ

位 

自
二 

⑥
乗
？

之
ヲ

一

爲
二

負
實
ト

一 

列
二

小
斜
ヲ

一

乗
二

甲
倍
之
一

加
二

乙
□
ル

丙
ヲ

一 

⑦
共
得
数
乗
二

寄
位
一

内
減
二

乙
冪
丙
冪
甲
相
乗
数
ヲ

一

餘 

⑧
□
？

レ

之
ヲ

爲
二

正
方
ト

一 

列
二

中
斜
一

倍
レ

之
加
二

乙
三
段
一

乗
二

中 

⑨
斜
一

倍
レ

之
加
二

入
乙
冪
及
甲
丙
相
乗
テ

一

共
得
数
乗
二

全 
⑩
徑
ト

一

内
減
二

甲
乙
丙
相
乗
段三
一

餘
乗
二

全
徑
ヲ

一

四
ヒ
メ

レ

之
ヲ

爲
二

負 
⑪
上
廉
ト

一 

列
二

大
斜
倍
レ

之
加
レ

丙
ヲ

内
減
二

全
徑
ヲ

一

餘
乗
二

甲
及
全 

⑫
徑
ヲ

一

八
ヒ
メ

レ

之
ヲ

爲
二

正
下
廉
一 

列
レ

甲
ヲ

自
乗
之
ヲ

一

四
レ

之
ヲ

□
二

負
隅
ト

一 

⑬
□
乗
方
ニ

開
レ

之
得
二

大
徑
ヲ

一

合
ス

レ

問 

  

此
術
甚
□
□
邪
術
也
然
？

演
段
（
以
下
略
） 

解術の傍書法による記述 

  術文   


